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▲

11

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
☎
５
５
２
‐
５
１
１
６

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

問
い
合
わ
せ　
地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

・
当
日
は
、
立
候
補
の
届
け
出
な

ど
に
必
要
な
書
類
を
お
渡
し

し
ま
す
。

期
日
前
投
票
立
会
人

募
集

　
市
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
期
日
前
投
票
事
務
に

立
ち
会
い
、
公
正
に
投
票
が
行
わ

れ
て
い
る
か
を
監
視
し
て
い
た
だ

く
仕
事
で
す
。

期　
間　
２
月
11
日(

月
・
祝)

～

16
日(

土)

時　

間　

市
役
所
本
庁
＝
８
時

30
分
～
20
時
／
各
支
所
＝
８
時

30
分
～
17
時
／
篠
山
口
駅
＝
18

時
～
20
時

※
希
望
さ
れ
る
日
時
・
場
所
を
選

択
で
き
ま
す
が
、
同
一
条
件
で

申
込
多
数
の
場
合
は
選
挙
管

理
委
員
会
で
調
整
し
ま
す
。

※
丹
南
支
所
と
篠
山
口
駅
は
時
間

差
で
兼
務
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数　
各
日
、
期
日
前
投
票

所
ご
と
に
２
人
、
延
べ
72
人(

丹

南
支
所
と
篠
山
口
駅
は
時
間
差
で

が
確
認
で
き
る
こ
と

※
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項
に

規
定
す
る
道
路
内
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
部
を
道
路
の
地
盤
面

ま
で
撤
去
す
る
も
の
に
限
る
。

③
当
該
撤
去
工
事
に
対
し
て
国
、

地
方
公
共
団
体（
篠
山
市
含

む
）な
ど
か
ら
補
助
金
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
工
事
は
3
月
末
ま
で
に
完
了
す

る
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費　
個
人

住
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
工
事

に
要
す
る
経
費（
撤
去
費
、
整
地

費
、
廃
棄
物
運
搬
費
、
処
分
費
、

仮
設
費
お
よ
び
諸
経
費
）

補
助
額　
補
助
の
対
象
と
な
る
経

費
の
３
分
の
２(

限
度
額
20
万
円
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
。

申
込
期
限　
３
月
29
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　
地
域
計
画
課
に

備
え
付
け
の
交
付
申
請
書
な
ど

(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載)

に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

※
６
月
18
日（
月
）に
大
阪
府
北
部

　

篠
山
城
下
町
家（
旧
今
村
住
宅

=

魚
屋
町
15
番
地
）の
利
活
用
は
、

現
状
の
歴
史
的
建
造
物
の
価
値
を

生
か
す
と
と
も
に
歴
史
的
・
文
化

的
価
値
の
継
承
へ
の
配
慮
を
原
則

と
し
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
飲
食
店
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ョ
ッ
プ
、
工
房
、

交
流
施
設
な
ど
の
集
客
施
設
と
し

て
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
自
ら
が
実
施
主
体
と

な
る
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
事
業
者

の
皆
さ
ん
へ
の
施
設
の
貸
し
付
け

に
よ
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式（
民
間
事
業
者
な
ど
に
よ
る
創

意
工
夫
に
富
ん
だ
発
想
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
提
案
）に
よ
る
有

効
活
用
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

活
用
コ
ン
セ
プ
ト　
篠
山
の
新
た

な
観
光
資
源
／
ま
ち
な
み
保
存
へ

の
意
欲
／
ま
ち
の
魅
力
発
信
／
ま

ち
の
賑
わ
い
づ
く
り

※
応
募
の
あ
っ
た
提
案
事
業
は
内

容
を
審
査
し
、
評
定
を
行
い
、

合
に
も
補
助
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
右
記
ま
で

候
補
事
業
者
を
選
定
し
ま
す
。

応
募
期
限　
２
月
８
日（
金
）必
着

応
募
方
法　
担
当
課
に
備
え
付
け

の
応
募
書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
）を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
提
出

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
審
査
＝
２
月
下
旬
を
予
定

・
結
果
通
知
＝
２
月
下
旬
を
予
定

・
利
活
用
開
始
＝
４
月
以
降

※
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
長
選
挙
お
よ
び

市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
の
日
程

　

２
月
24
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
篠
山
市
長
の
選
挙
お
よ
び
篠
山

市
議
会
議
員
欠
員
に
伴
う
篠
山
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
執
行
し
ま

す
。

告
示
日　
２
月
10
日(

日)

選
挙
期
日　
２
月
17
日(

日)

立
候
補
予
定
者
説
明
会

と　
き　

１
月
９
日(

水)

13
時
30

分
～

と
こ
ろ　
市
役
所
第
２
庁
舎
３
階

出
席
者   

立
候
補
予
定
者
ま
た
は

そ
の
関
係
者　
※
１
候
補
者
に
つ

き
２
人
以
内
。

 

そ
の
他  　

・
市
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
説
明
会
は
合
同

開
催
と
し
ま
す
。

・
説
明
会
へ
の
出
席
予
定
の
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や

老
朽
化
に
伴
う
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
の

軽
減
を
図
り
、
道
路
通
行
者

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
を
撤
去
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

次
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の

②
個
人
住
宅（
賃
貸
を
除
く
）

に
附
属
す
る
も
の

③
一
般
の
通
行
の
用
に
供
す

る
道
路（
通
路
な
ど
を
含

む
）に
面
し
て
い
る
も
の

④
道
路
な
ど
か
ら
の
高
さ
が
80

センチ
以
上
の
も
の
で
、
下
表
の

基
準
に
適
合
し
な
い
項
目
が

あ
る
も
の 

対
象
と
な
る
工
事　

①
請
負
契
約
に
基
づ
く
工
事
で

あ
る
こ
と

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
一
部
を

撤
去
す
る
工
事
に
あ
っ
て
は
、

撤
去
し
な
い
部
分
の
安
全
性

兼
務
）

報　
酬　
市
役
所
本
庁
、
丹
南
支

所
・
篠
山
口
駅
兼
務
＝
９
５
０
０

円
／
各
支
所（
丹
南
支
所
除
く
）＝

７
０
０
０
円

※
す
べ
て
源
泉
徴
収
有
。

応
募
資
格　
篠
山
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
当
該
選
挙
の
選
挙
運
動
に
従
事

す
る
方
は
応
募
を
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。　

申
込
期
限　
１
月
15
日(

火)

ま
で

申
し
込
み
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
市
役
所
お
よ
び
各

支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

直
接
提
出

※
な
お
、
両
選
挙
の
立
候
補
者
が

各
１
人
で
あ
っ
た
場
合
は
投

票
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
応

募
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い(

立

候
補
届
出
は
２
月
10
日(

日)

に

行
わ
れ
ま
す
）。

で
発
生
し
た
地
震
以
降
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
さ
れ
た
場

２
月
17
日（
日
）は
市
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
の
投
票
日
。
期
日
前
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

篠
山
城
下
町
家(

旧
今
村
住
宅)

を

利
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
を
補
助
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
～

項目 コンクリートブロック 塀の基準 組積造の塀の基準
塀の高さ 地盤から2.2m以下 地盤から1.2m以下

塀の厚さ
高さ2mを超える塀で15㎝以上で
あるまたは高さ2m以下の塀で10
㎝以上

各部分の厚さがその部
分から壁頂までの垂直
距離の1/10以上

控壁
塀の高さが1.2mを超える場合、塀
の長さ3.4m以下ごとに、塀の高さ
の1/5以上突出した控壁がある

塀の長さ4m以下ごとに
塀の厚さの1.5倍以上突
出した控壁があるまた
は壁の厚さが必要寸法
の1.5倍以上

基礎 コンクリートの基礎がある コンクリートの基礎が
ある

傾き、ひび割れ
など

塀に傾きやひび割れがない。人の力
でぐらつかない

塀に傾きやひび割れが
ない。人の力でぐらつ
かない

上記の確認項目全てが基準を満たす場合のみ、以下の項目確認

鉄筋

（塀の壁内）
直径9mm以上の鉄筋が、縦横とも
80㎝以下の間隔で配筋され、縦筋
の末端は壁頂部および基礎の横筋
に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛け
がされている

（控壁の壁内）
直径9mm以上の鉄筋が配筋されて
いる

なし

基礎
（塀の高さが1.2mを超える場合）
基礎の丈が35㎝以上、根入れ深さ
が30㎝以上

根入れ深さが20㎝以上
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11 最優秀賞（河合賞）

市展賞

市展賞

彫刻・工芸 「二重奏・風の音」
宇

う

杉
す ぎ

昭
あ き

信
の ぶ

（篠山市倉本）

市展賞
絵画 「平成の終わりに」
池
い け

上
が み

太
ふとし

（丹波市氷上町）

市展賞
写真 「節分の日」
永
な が

井
い

郁
い く

夫
お

（丹波市市島町）

盆栽 「五葉松」
廣
ひ ろ

瀬
せ

昌
ま さ

之
ゆ き

（丹波市山南町）

書 「星落ちぬ」
辻
つ じ

岡
お か

正
ま さ

代
よ

（篠山市池上）

　

最
優
秀
賞(

河
合
賞)

・
市
展
賞
受
賞
作
品
を
紹
介

し
ま
す(

敬
称
略)

。

　
今
年
は
全
部
門
合
わ
せ
て
２
８
０
点
の
出
品
が
あ

り
、
内
１
８
１
点
が
入
選
。
11
月
18
～
25
日
、
篠
山

市
民
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

篠
山
市
展

第
14
回

受賞者の皆さん。（前列右から池上さ
ん、辻岡さん、永井さん、特別審査員の
河
か わ

合
い

雅
ま さ

雄
を

さん、宇杉さん、廣瀬さん、来
き

住
し

しげ樹
き

審査員）

市政レーダー

問
い
合
わ
せ　
消
防
署
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９

　
年
末
年
始
特
別
火
災
予
防
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
12
月

に
市
内
の
幼
稚
園
児
と
篠
山
養
護

学
校
の
幼
児
・
児
童
に「
火
の
用

心
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」を
配
布
し
ま

し
た
。
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る

火
災
０
件
を
願
い
、
職
員
が
１
個

ず
つ
手
作
り
で
製
作
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
火
災
予
防

に
つ
い
て
積
極
的
に
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

年
末
年
始
火
災
予
防
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた

位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す。

４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報

器を設置する。
・寝具、衣類およびカーテンからの火災を

防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用

消火器等を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るた

めに、隣近所の協力体制をつくる。

いのちを守る３つの習慣・４つの対策

　篠山市が出資金の２分の１以
上を出資している２法人につい
て、市ホームページで決算状況を
公開しています。
・(有)グリーンファームささやま
・(株)夢こんだ
問い合わせ　行政経営課☎552-5114

 　平成30年度上半期(4 〜 9月)に市が要望を受け
付けた件数は、365件でした。道路や河川などに
関することが最も多く209件で、次に議会に関す
ることが19件、下水道に関することが19件です。
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、
市役所本庁舎・第２庁舎1階ロビーまたは支所で
閲覧できます。
問い合わせ　総務課☎552-5111

市出資法人の決算状況を
公開します

要望などの受付状況を
公開します

市
民
救
命
講
習
会
に

参
加
し
ま
し
ょ
う　

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
救
う
た

め
に
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
１
月
５
日（
土
）９
時
～

12
時

と
こ
ろ　
篠
山
市
消
防
署

内　
容　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心

肺
蘇
生
法
や
、
け
が
を
し
た
と
き

の
止
血
法
な
ど

対　

象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上

定　
員　
先
着
10
人
ま
で

申
込
期
限　
１
月
2
日（
水
）

申
込
方
法　

消
防
署
ま
た
は
各

出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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　篠山川や武庫川の流れがおだやかで、川底が砂のところに生息し、水生
昆虫などを食べます。驚くと砂の中にもぐりますが、ふだんは数尾の群れ
をつくり川底近くを泳ぎます。「ズナガニゴイ」という名前は、頭が長く、体
がコイに似ていることに由来します。近縁種のニゴイは60cmくらいまで大
きくなりますが、ズナガニゴイはそれほど大きくなりません。また、ズナガ
ニゴイには、全身にゴマのような小さな黒点があるので見分けがつきます。
最近は数が減ってきて、大阪府では絶滅危惧種になっています。

分布：近畿以西の本州、朝鮮半島
全長：約15cm

篠山環境みらいの会会長・兵庫県立篠山東雲高等学校主幹教諭　　田
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ふるさとの貴重な動植物 ズナガニゴイ(コイ科）

住宅防火




